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研究成果の概要（和文）： 

バングラデシュにおいて赤痢アメーバ症のゲノム疫学および免疫学的コホート研究を展開し

た。研究期間中、生後 30ヶ月までの新生児 385 人より 1426 検体の下痢便検体が得られた。病

原性 E. histolytica に加えて、非病原性 E. dispar、病原性が未確定の E. moshkovskii の検

出・同定を試みたところ、4.6% の検体において病原性 E. histolytica が検出され、およそ 3% 

の検体においては E. moshkovskii が検出され、同原虫と下痢症との相関関係が認められた。

一方、非病原性 E. disparは僅か 0.4% の検体で検出されるにとどまった。さらに、少なくと

も 6 検体が E. moshkovskii 単独感染による下痢と考えられた。以上の研究結果より E. 
moshkovskii が小児下痢症の原因となる病原性アメーバである可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We have carried out the genomic epidemiology and immunological cohort study on amoebiasis 

in Bangladesh and found that Entamoeba moshkovskii was prevalent in Bangladesh. E. 
moshkovskii is morphologically indistinguishable from pathogenic E. histolytica and 
non-pathogenic Entamoeba dispar. As E. moshkovskii has been considered to be a 

non-pathogenic or a free living amoeba, there are few studies to elucidate the 

pathogenicity of it. Thus, we carried out the study to clarify the pathogenicity of E. 
moshkovskii. The prevalence of each Entamoeba spp. in diarrheal episode was examined 
in Bangladesh and several cases that were positive only for E. moshkovskii but negative 

for other conceivable diarrhea-causative microbes were found. E. moshkovskii was found 
to be pathogenic to mice and to well associate with diarrheal episode in Bangladeshi 

children. Therefore it is important to re-estimate the pathogenicity of E. moshkovskii. 
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１．研究開始当初の背景 

赤痢アメーバ症は発展途上国における小
児下痢症の主要原因であり、世界中の感染者
人口はおよそ 5000 万人、同症で毎年 10万人
の命が失われている。同症に対する効果的な
対策のためには、赤痢アメーバ原虫の感染成
立のメカニズムならびに同原虫に対する感
染防御機構の理解が不可欠である。 
研究代表者はヴァージニア大学の Petri 

教授や Houpt准教授らと共に赤痢アメーバ症
に関する共同研究を立ち上げ、過去 5年間に
渡って同症の動物モデル確立に尽力してき
た。そして一部のマウスでは、原虫を直接虫
垂内に接種することによって慢性感染が成
立し、ヒトと同様の病理像を呈することを見
出した。また他系統のマウスではほとんど感
染が成立しないことも明らかにした（J. 
Immunol. 2002, Infection and Immunity 
2005）。このマウス系統による感染感受性の
差異は、ヒトの赤痢アメーバ感受性の個体差
を理解する糸口になると考えられた。さらに
両系統間の差異は主として非骨髄細胞分画
の違いに起因することを明らかにし（J. 
Immunol. 2006）、また、この赤痢アメーバに
対する腸管バリアの維持には骨髄細胞由来
の IL-10 が不可欠であることを示した（J. 
Immunol. 2006）。一旦、腸管のバリアを超え
て感染が成立すると、その後の感染防御には
IFN- を中心とした Th1 タイプの免疫応答
が重要であることも判明した。 

モデル動物を用いた赤痢アメーバに対す
る感染防御機構の研究を通して、上記知見が
得られたが、その研究はまだ端緒に付いたに
過ぎない。また実験動物を用いた研究は常に
ヒトと対比することが肝要である。 

２．研究の目的 

赤痢アメーバ症が蔓延している南アジア、
特にバングラデシュにおいて、国際的な共同
研究を展開し、感染の成立から赤痢アメーバ
症の発症・重症化までを規定する宿主因子な
らびに病原体の病原性因子の同定を目的と
する。 

３．研究の方法 

赤痢アメーバ症のコホート研究（現存する
児童群 400 人）に新たに 500 人の新生児群
を追加設定し、新生児～乳幼児の感染と免疫
応答の動態を疫学的に捕捉する。一方、宿主
と病原体の双方向からゲノム疫学的な研究

を網羅的に推進する。またアメーバ原虫に対
する自然免疫ならびに獲得免疫応答の解析
を行う。 

４．研究成果 

研究期間中、生後 30ヶ月までの新生児 385
人より 1426 検体の下痢便検体が得られた。
病原性 E. histolyticaに加えて、非病原性 E. 
dispar、病原性が未確定の E. moshkovskii
の検出・同定を試みたところ、病原性 E. 
histolytica が 4.6% の検体において検出さ
れ、3% の検体においては E. moshkovskii が
検出され、同原虫と下痢症との相関関係が認
められた。一方、非病原性 E. disparは僅か 
0.4% の検体で検出されるにとどまった。さ
らに下痢原性病原体として Encephalitozoon 
intestinalis, Cyclospora cayetenensis, 
Isospora belli, Enterocytozoon bieneusi, 
E. histolytica, Giardia intestinalis, 
Cryptospridium spp., Vibrio cholera, EAEC, 
EHEC, EPEC, ETEC, EIEC and Shigella spp., 
Clostridium Jejuni, Adeno, Astro, Sapo, 
Noro  G1, Noro G2, Rota virus を調べたと
ころ、少なくとも 6 検体が E. moshkovskii 
単独感染による下痢と考えられた。以上の研
究結果より E. moshkovskii が小児下痢症の
原因となる病原性アメーバである可能性が
示唆された。 
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